利用権設定関係申出書作成要領
農用地利用集積計画に定めるべき事項
１　この申出書は、利用権設定の当事者ごとに作成して下さい。
２　「利用権設定を受ける者＝借り手」欄には、今回設定により農地を借り受ける者の住所及び氏名を記入して下さい。また、この設定に同意する印を押して下さい。
３　「利用権を設定する者＝貸し手」欄には、今回の設定により農地を貸し出す者の住所及び氏名を記入して下さい。貸し手は、固定資産の所有者名で記入して下さい。また、この設定に同意する印を押して下さい。
４　「所在、地番及び面積」は、今回設定する農地について記入し、登記簿謄本等と整合させて下さい。（但し、一筆1,000㎡の農地に対しその中の500㎡を設定するような場合は「1,000㎡の内500㎡」と記入し、簡単な土地の利用状況図を添付してください。）
５　「現況地目」は、現況の土地の状況を記入して下さい。（例として田、畑）
６　「利用権の種類」は、今回設定する利用権は「使用貸借」（無償の貸し借りの契約）か「賃貸借」（有償の貸し借りの契約）かを記入して下さい。
７　「内容」は、今回利用権を設定する土地を水田として利用する場合は「水田」或いは「水稲」、畑地として利用する場合は「普通畑」等と記入して下さい。
８　「始期」は、今回設定する利用権の始まりの日付を記入して下さい。この始期は、公告の日付となるので、吉岡町では、４月１日または１１月１日となります。
９　「存続期間（終期）」は、希望される貸し借りの期間の最終年を記入して下さい。（原則として４月公告の場合は３月３１日終期、１１月公告の場合は１０月３１日終期）
10　「借賃」は、今回利用権設定をする土地の借賃で支払う金額を記入して下さい。
11　「貸賃の支払方法」は、借賃を支払う時期と方法を記入して下さい。
12　「利用権を設定する土地の（B）以外の権限者等」は、所有者以外に当該土地にその他の権利が設定されている場合は、その権利を記入し同意の記名押印をする。相続未登記の場合が別紙「委任並びに相続人代表指定届」を添付して下さい。
13　「備考」は、今回設定する土地が、新たに利用権を設定する場合は「新」、期間が満了し再度設定する場合は「継」、借り手を変更する場合は「変」と記入して下さい。
利用権の設定等を受ける者の農業経営の状況等（個人の場合）
１　「氏名又は名称」は、登録を行う関係上必ず記入して下さい。
２　「利用権の設定等を受ける土地の面積」は、今回設定する利用権の総面積を記入して下さい。
３　「現に耕作又は養蓄の事業に供している農地の面積」は、借り手農家の今回の利用権の設定前の経営農地面積を記入して下さい。
４　「主たる経営作目」は、借り手農家で作付けされている主要な作目について、該当区分に記入して下さい。
５　「世帯員」は、借り手の世帯員数を男女別に記入して下さい。
６　「農業従事者」は農業従事者の中で専従者或いは農業補助員がいる場合、該当区分に人数を記入して下さい。
７　「雇用労働力」は、農作業関係で雇用をしている従業員がある場合、その人数及び延雇用日数を記入して下さい。
８　「農機具の所有状況」は、借り手農家で、現在所有している全ての農機具について、その能力及び数量を記入して下さい。
利用権の設定等を受ける者の農業経営の状況等（法人の場合）
１　「法人名」は、登録を行う関係上必ず記入して下さい。
２　「利用権の設定等を受ける土地の面積」は、今回設定する利用権の総面積を記入して下さい。
３　「現に耕作又は養蓄の事業に供している農地の面積」は、借り手農家の今回の利用権の設定前の経営農地面積を記入して下さい。
４　「利用権の設定等を受ける法人の事業の状況は」は、事業の種類毎に現在と権利取得後の事業状況を記入し、売上高も概算で記入して下さい。
５　「農機具の所有状況」は、借り手農家で、現在所有している全ての農機具について、その能力及び数量を記入して下さい。
· 借り手が農地中間管理機構の場合は、「利用権の設定等を受ける者の農業経営の状況等」欄はきにゅうしないで下さい。
